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第
一
八
五
回  

総
代
会
開
催

　
第
一
八
五
回
総
代
会
が
、
令
和
五
年
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
六

十
六
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
審
議
が
進
め
ら
れ
上
程
さ
れ
た
令
和
四
年
度
各
会
計

決
算
な
ど
全
案
件（
七
議
案
）が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最上川中流だより令和５年12月 （2）第 92 号

【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　
本
日
こ
こ
に
、
第
一
八
五
回
総
代
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
各
位
に
は
猛

暑
の
な
か
、
ま
た
、
お
盆
前
の
何
か
と
お
忙

し
い
中
、
ご
出
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
総
代
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
改
良
区

の
運
営
、
活
動
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
の
総
代
会
に
は
公
務
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
、
東
北
農
政
局　
西
奥
羽
土
地
改

良
調
査
管
理
事
務
所　
丸
山
最
上
川
支
所
長

は
じ
め
、
村
山
総
合
支
庁　
木
村
農
林
技
監
、

山
形
市
農
林
部　
渡
邉
次
長
、
山
辺
町
産
業

課　
鈴
木
課
長
、
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
後
ほ
ど
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
頻
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
り
、

理事長  大　築　義　雅

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
少
し
ず
つ
日
常
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
国
内
の
経
済
の
回
復
は
、
ま
だ

先
の
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
て
見
ま
す

と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

は
、
未
だ
世
界
中
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
お

り
ま
す
。
近
年
に
な
い
円
安
に
伴
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
電
気
料
金
、
生
産
資
材
の
高
騰
に

よ
り
、
私
た
ち
の
農
業
経
営
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
一

日
も
早
く
収
束
す
る
事
を
心
か
ら
願
う
次
第

で
す
。

　
さ
て
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
五

年
度
は
国
に
よ
る
電
気
料
金
軽
減
措
置
が
九

月
ま
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
電
気
料
金
単
価
は
、
令
和
三
年
度
と
比

較
し
ま
す
と
高
圧
契
約
で
約
一・
七
倍
、
低

圧
契
約
で
は
約
一・二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
に
は
節
水
に
努
め

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
負
担
軽
減
に
向
け
て

要
請
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
改
良
区
で
出
資
を
し
て
い
る

株
式
会
社
山
形
発
電
か
ら
の
株
主
配
当
に
つ

い
て
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

総
額
は
二
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
監
視
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化

に
伴
い
、
関
係
設
備
等
の
更
新
を
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
配
当
額
は
減
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

組
合
員
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
般
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
お
け
る

交
付
対
象
水
田
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
未
だ

に
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改

良
区
と
し
て
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

七
月
十
四
日
か
ら
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ

れ
た
秋
田
県
で
は
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

農
地
の
冠
水
や
土
砂
の
流
入
、
農
業
用
施
設

へ
の
浸
水
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
形
市
に
お
い
て
は
先
月
二
十
日
か
ら
、

降
雨
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
連
日
の
猛
暑
が
続

い
て
い
る
中
、
出
穂
期
の
大
切
な
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
育
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
水
位
も
低
下
し
て
き
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
雨
が
降
ら
な
い
場
合
、
水
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
河
川
情
報
に
注
視

し
、
必
要
な
水
量
の
確
保
に
向
け
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
て
、
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。
関
係
地
区
の
組
合
員
並
び
に
担
当

水
利
調
整
委
員
の
方
に
は
、
先
日
、
用
水
路

の
適
正
分
水
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
、
ご
苦

労
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
総
代
・
委
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
改
め
て
節
水
の
徹
底
と
尚
一

層
の
水
管
理
・
農
産
物
の
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
状
況
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
か
ら
四

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
三
月
か
ら
は
マ
ス
ク

の
着
用
も
個
人
の
判
断
と
な
り
、
五
月
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

の
位
置
付
け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
と
移

い
る
現
状
で
す
が
、
現
在
五
年
水
張
り
に
関

す
る
勉
強
会
を
重
ね
て
お
り
、
間
も
な
く
基

本
方
針
が
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
よ
ろ

し
く
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
今
「
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
」
が
話

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
数
少

な
く
な
る
経
営
体
の
中
で
、
今
日
の
農
業
生

産
を
支
え
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
大
き
な
課
題

が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
で
す
が
、

今
ま
で
に
も
増
し
て
、
各
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
議
を
第
一
と
捉
え
、
地
域
の
農
業
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　
結
び
に
、
本
日
提
案
し
て
お
り
ま
す
各
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な
ご
審
議
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【議長 伊藤　巧 総代・副議長 三部太右エ門 総代】



﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
積
立
金
に
関
す
る
規
程
の
新
設
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
四
年
度
決
算
関
係
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号 

令
和
五
年
度
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て

議
第
四
号 
令
和
五
年
度
一
般
会
計
第
１
回
補
正
予
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
五
号 
区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ
い
て

議
第
六
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
処
分
に
つ
い
て

議
第
七
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

【あいさつをする大築理事長】

【採決の様子】

【監査報告をする江口総括監事】

利
水
豊
穣
秋
の
感
謝
祭

　
当
土
地
改
良
区
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
利
水
豊
穣
秋
の
感
謝
祭
」が
令
和
五

年
十
一
月
十
三
日（
月
）に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
方
を
お

呼
び
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
利
水
豊
穣
碑
前
に
て
最
上
川
と
馬
見
ヶ

崎
川
の
清
水
に
よ
る「
合
水
の
儀
」、「
献
水
の
儀
」に
て
碑
を
清
め
、「
感
謝

の
儀
」に
よ
り
実
り
の
秋
に
感
謝
を
申
し
上
げ
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
直
会
で
は
、
つ
き
た
て
の
餅
を
い
た
だ
き
、
今
年
一
年
の
収
穫
と
豊
水

に
感
謝
し
ま
し
た
。

【拝礼後の直会】

【利水豊穣碑拝礼の様子】
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積立金

監　査　報　告
　最上川中流土地改良区定款第22条の規定に基づき、最上川中流土地改良区の業務並びに経理の状況を、令和４年度
中間監査として、令和５年１月27日に、また決算監査として令和５年７月６日、７日の２日間にわたり、監事３名出
席のもと、各関係書類の提出を求め、詳細に監査を実施したが、適正に執行され正確であることを確認しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括監事　　江　口　順　市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　渡　邉　欣　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　五十嵐　　　昇

中間監査（書類検査）中間監査（書類検査） 決算監査（現場踏査）決算監査（現場踏査）

（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業収入 408,389,000 410,449,293 2,060,293 賦課金、決済金
2.附帯事業収入 17,390,000 22,284,708 4,894,708 使用料他
3.基本財産運用収入 20,000 1,045,371 1,025,371 定期預金利息
4.特定資産運用収入 300,000 1,202,461 902,461 定期預金利息
5.補助金等収入 16,066,000 40,830,809 24,764,809 事業補助金
6.交付金収入 83,560,000 16,650,000 △ 66,910,000 適正化事業
7.業務受託料収入 43,900,000 43,932,900 32,900 基幹水利、山形発電

,61000,555,61入収雑.8 238,440 △ 316,560 過年度賦課金他
000,02△0000,02入収金入借.9

10.基本財産取崩収入 20,010,000 20,000,000 △ 10,000 積立金取崩
11.特定資産取崩収入 19,020,000 18,831,977 △ 188,023 各地区積立資金取崩
12.固定資産売却収入 1,390,000 1,373,160 △ 16,840 財産処分他
13.出資金返還収入 10,000 0 △ 10,000
14.貸出返済金収入 10,000 0 △ 10,000
15.会計内繰入金 10,652,000 10,863,751 211,751 電気料清算金他
16.繰越金 206,714,000 207,465,495 751,495 前年度繰越金

合計 844,006,000 811,168,365 △ 32,837,635

（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業費支出 454,577,000 337,574,597 △ 117,002,403 維持管理工事他
2.一般管理費 171,244,450 150,136,875 △ 21,107,575 運営事務費他
3.土地改良事業負担金支出 7,600,000 7,590,000 △ 10,000 基幹水利事業分担金
4.借入金返済支出 30,000 0 △ 30,000
5.支払利息 20,000 0 △ 20,000
6.固定資産取得支出 1,100,000 926,200 △ 173,800 土地取得費
7.出資金取得支出 10,000 0 △ 10,000
8.基本財産積立支出 39,993,343 39,993,343 0 積立金繰出金
9.特定資産積立支出 45,279,045 45,209,150 △ 69,895 各地区積立資金繰出
10.雑支出 140,000 0 △ 140,000
11.会計内繰出金 11,452,000 10,863,751 △ 588,249 電気料清算金他
12.予備費 112,560,162 0 △ 112,560,162

合計 844,006,000 592,293,916 △ 251,712,084

【 収 入 】

【 支 出 】

 令和４年度の一般会計収支決算及び財務諸表は、第185回総代会において議決されました。

収入合計　　　811,168,365
支出合計　　　592,293,916
差引残額　　　218,874,449（次年度繰越）

令和４年度 決算報告

最上川中流だより令和５年12月 （4）第 92 号



 

積立金

監　査　報　告
　最上川中流土地改良区定款第22条の規定に基づき、最上川中流土地改良区の業務並びに経理の状況を、令和４年度
中間監査として、令和５年１月27日に、また決算監査として令和５年７月６日、７日の２日間にわたり、監事３名出
席のもと、各関係書類の提出を求め、詳細に監査を実施したが、適正に執行され正確であることを確認しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括監事　　江　口　順　市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　渡　邉　欣　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　五十嵐　　　昇

中間監査（書類検査）中間監査（書類検査） 決算監査（現場踏査）決算監査（現場踏査）

（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業収入 408,389,000 410,449,293 2,060,293 賦課金、決済金
2.附帯事業収入 17,390,000 22,284,708 4,894,708 使用料他
3.基本財産運用収入 20,000 1,045,371 1,025,371 定期預金利息
4.特定資産運用収入 300,000 1,202,461 902,461 定期預金利息
5.補助金等収入 16,066,000 40,830,809 24,764,809 事業補助金
6.交付金収入 83,560,000 16,650,000 △ 66,910,000 適正化事業
7.業務受託料収入 43,900,000 43,932,900 32,900 基幹水利、山形発電

,61000,555,61入収雑.8 238,440 △ 316,560 過年度賦課金他
000,02△0000,02入収金入借.9

10.基本財産取崩収入 20,010,000 20,000,000 △ 10,000 積立金取崩
11.特定資産取崩収入 19,020,000 18,831,977 △ 188,023 各地区積立資金取崩
12.固定資産売却収入 1,390,000 1,373,160 △ 16,840 財産処分他
13.出資金返還収入 10,000 0 △ 10,000
14.貸出返済金収入 10,000 0 △ 10,000
15.会計内繰入金 10,652,000 10,863,751 211,751 電気料清算金他
16.繰越金 206,714,000 207,465,495 751,495 前年度繰越金

合計 844,006,000 811,168,365 △ 32,837,635

（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業費支出 454,577,000 337,574,597 △ 117,002,403 維持管理工事他
2.一般管理費 171,244,450 150,136,875 △ 21,107,575 運営事務費他
3.土地改良事業負担金支出 7,600,000 7,590,000 △ 10,000 基幹水利事業分担金
4.借入金返済支出 30,000 0 △ 30,000
5.支払利息 20,000 0 △ 20,000
6.固定資産取得支出 1,100,000 926,200 △ 173,800 土地取得費
7.出資金取得支出 10,000 0 △ 10,000
8.基本財産積立支出 39,993,343 39,993,343 0 積立金繰出金
9.特定資産積立支出 45,279,045 45,209,150 △ 69,895 各地区積立資金繰出
10.雑支出 140,000 0 △ 140,000
11.会計内繰出金 11,452,000 10,863,751 △ 588,249 電気料清算金他
12.予備費 112,560,162 0 △ 112,560,162

合計 844,006,000 592,293,916 △ 251,712,084

【 収 入 】

【 支 出 】

 令和４年度の一般会計収支決算及び財務諸表は、第185回総代会において議決されました。

収入合計　　　811,168,365
支出合計　　　592,293,916
差引残額　　　218,874,449（次年度繰越）

令和４年度 決算報告
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貸借対照表

財産目録

今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会 

副
委
員
長 

丸
子

　
　宏

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、水
利
調
整
委
員
の
皆

様
に
は
、各
施
設
の
管
理
及
び
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
年
は
、
春
先
か
ら
の
好
天
続
き
で
田
圃
が
乾
き
、
代
掻
き
時
の
水
不
足
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
水
後
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
あ
り
安
心
し
た
と
こ
ろ
で

し
た
。し
か
し
、五
月
六
月
の
降
水
量
は
平
年
比
六
割
か
ら
八
割
増
し
。し
か
も
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
的
な
降
り
方
が
多
く
、
冠
水
防
止
の
た
め
水
門
等
の
分
水
操
作
に

は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
月
に
は
異
常
な
酷
暑
と
小
雨
に
よ
り
馬
見
ヶ
崎
川
の
取
水
制
限
等

も
あ
り
ま
し
た
。
稲
の
品
質
維
持
の
た
め
各
揚
水
機
場
で
は
限
界
を
超
え
た
か

の
よ
う
な
稼
働
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
運
転
管
理
者
に
は
機
械
の
維
持
と

併
せ
て
大
変
神
経
を
使
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、地
震
に
よ
り
中
央
幹
線
用
水
路
が
破
損
し
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
漆
山
揚
水
機
場
の
送
水
管
が
経
年
劣
化
に
よ
り
漏
水
が
発
生
し
通
水
開

始
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
経
年
劣
化
に
よ
る
漏
水
が
度
々
起
こ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
の
管
理
委
員
や
職
員
の
日
々
の
監
視
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
通
水
が
停
止
し
た
際
の
対
応
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
来
年
以
降
も
異
常
な
酷
暑
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
、
県
、
市
等
の
関
係
機
関
の
ご
協
力
、

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
管
理
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会 

委
員
長 

長
岡

　幸
一

　
北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、今
年
は
特
別
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
北
部
全
工
区
の
３
分
の
１
に
当
た
る
百
七
十
五
ha
に
水
を
供
給
し
て

い
る
高
沢
堰
水
利
組
合
が
解
散
し
、北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会
で
管
理
す
る

こ
と
が
実
現
し
た
か
ら
で
す
。平
成
十
八
年
に
初
め
て
管
理
運
営
委
員
会
で
高

沢
堰
水
利
組
合
と
の
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
か
ら
十
七

年
の
歳
月
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、我
々
の
先
輩
た
ち
か
ら
高

沢
堰
の
将
来
、そ
し
て
北
部
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
心
配
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、な
か
な
か
合
併
ま
で
に
至
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
故
丹
野
才
兵
衛
前
委
員
長
の「
本
気
で
合
併
を
進
め
る
ん
だ
」と
い

う
強
い
意
志
の
下
に
大
築
理
事
長
を
は
じ
め
中
流
職
員
、
そ
し
て
北
部
地
区
管

理
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
ま
し
て
調
印
式
ま
で
漕
ぎ
着
け
ら
れ
た

こ
と
に
大
変
感
慨
深
く
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
沢
堰
水
利
組
合
で
管
理
し
て
い
る
施
設
は
、
馬
見
ヶ
崎
川
河
川
改

修
工
事
の
補
償
に
よ
り
造
成
が
な
さ

れ
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
は
造
成
か
ら
三
十
五
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
、
破
損
や
故
障
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
を

活
用
し
て
早
急
な
修
理
、
改
修
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
切
な
水

源
を
こ
れ
か
ら
も
適
正
に
維
持
、
管

理
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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貸借対照表

財産目録

今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会 

副
委
員
長 

丸
子

　
　宏

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、水
利
調
整
委
員
の
皆

様
に
は
、各
施
設
の
管
理
及
び
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
年
は
、
春
先
か
ら
の
好
天
続
き
で
田
圃
が
乾
き
、
代
掻
き
時
の
水
不
足
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
水
後
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
あ
り
安
心
し
た
と
こ
ろ
で

し
た
。し
か
し
、五
月
六
月
の
降
水
量
は
平
年
比
六
割
か
ら
八
割
増
し
。し
か
も
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
的
な
降
り
方
が
多
く
、
冠
水
防
止
の
た
め
水
門
等
の
分
水
操
作
に

は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
月
に
は
異
常
な
酷
暑
と
小
雨
に
よ
り
馬
見
ヶ
崎
川
の
取
水
制
限
等

も
あ
り
ま
し
た
。
稲
の
品
質
維
持
の
た
め
各
揚
水
機
場
で
は
限
界
を
超
え
た
か

の
よ
う
な
稼
働
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
運
転
管
理
者
に
は
機
械
の
維
持
と

併
せ
て
大
変
神
経
を
使
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、地
震
に
よ
り
中
央
幹
線
用
水
路
が
破
損
し
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
漆
山
揚
水
機
場
の
送
水
管
が
経
年
劣
化
に
よ
り
漏
水
が
発
生
し
通
水
開

始
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
経
年
劣
化
に
よ
る
漏
水
が
度
々
起
こ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
の
管
理
委
員
や
職
員
の
日
々
の
監
視
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
通
水
が
停
止
し
た
際
の
対
応
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
来
年
以
降
も
異
常
な
酷
暑
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
、
県
、
市
等
の
関
係
機
関
の
ご
協
力
、

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
管
理
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会 

委
員
長 

長
岡

　幸
一

　
北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、今
年
は
特
別
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
北
部
全
工
区
の
３
分
の
１
に
当
た
る
百
七
十
五
ha
に
水
を
供
給
し
て

い
る
高
沢
堰
水
利
組
合
が
解
散
し
、北
部
地
区
管
理
運
営
委
員
会
で
管
理
す
る

こ
と
が
実
現
し
た
か
ら
で
す
。平
成
十
八
年
に
初
め
て
管
理
運
営
委
員
会
で
高

沢
堰
水
利
組
合
と
の
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
か
ら
十
七

年
の
歳
月
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、我
々
の
先
輩
た
ち
か
ら
高

沢
堰
の
将
来
、そ
し
て
北
部
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
心
配
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、な
か
な
か
合
併
ま
で
に
至
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
故
丹
野
才
兵
衛
前
委
員
長
の「
本
気
で
合
併
を
進
め
る
ん
だ
」と
い

う
強
い
意
志
の
下
に
大
築
理
事
長
を
は
じ
め
中
流
職
員
、
そ
し
て
北
部
地
区
管

理
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
ま
し
て
調
印
式
ま
で
漕
ぎ
着
け
ら
れ
た

こ
と
に
大
変
感
慨
深
く
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
沢
堰
水
利
組
合
で
管
理
し
て
い
る
施
設
は
、
馬
見
ヶ
崎
川
河
川
改

修
工
事
の
補
償
に
よ
り
造
成
が
な
さ

れ
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
は
造
成
か
ら
三
十
五
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
、
破
損
や
故
障
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
を

活
用
し
て
早
急
な
修
理
、
改
修
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
切
な
水

源
を
こ
れ
か
ら
も
適
正
に
維
持
、
管

理
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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役 員 研 修役 員 研 修

　役員・総代合同研修会が令和５年８月30日に行われました。
　合同研修会では、多角的な視点で今後の農業を考えることを目的として、講師に「株式会社 モンテ
ディオ山形 代表取締役社長 相田健太郎 様」をお招きし、～モンテディオ山形と地域活性化について～
と題し講演していただきました。

　役員研修を令和５年11月21日～22日に行いました。都市近郊における農業情勢や、今後の農業展
開、課題等について「関東農政局」「見沼代用水土地改良区」で研修を行いました。

令和５年度 役員・総代合同研修会

【講師　相田健太郎 氏】 【研修中の役員・総代の皆さん】

　十
一
月
二
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
山
形
五
堰
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
当
土
地
改

良
区
職
員
も
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

【世界かんがい施設遺産登録証】

「山形五堰」が「世界かんがい施設遺産」に登録されました

　山形市内を流れる「山形五堰」（馬見ヶ崎川・五堰水利調整協
議会）が、11月４日にインドで開催された国際かんがい排水委
員会（ICID）の国際執行理事会にて、「世界かんがい施設遺産」に
登録が決定されました。

山
形
五
堰

　ク
リ
ー
ン
作
戦

　
他
に
も
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
が

研
修
に
み
え
ま
し
た
。
お
越
し
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
流
管
内
施
設
視
察

R5.６.28
【中平田地区農業振興協議会視察研修】

R5.６.19
【村山総合支庁等現地視察】

R5.11.16
【胆沢平野土地改良区】

R5.８.２
【本沢地区豊かな地域づくり協議会施設見学】

山
形
市
農
畜
産
物

　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
山
形
市
農
畜
産
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
当
土

地
改
良
区
は
山
形
市
農
林
部
農
村
整
備

課
と
協
力
し
、
土
地
改
良
施
設
パ
ネ
ル

と
農
業
用
水
路
に
住
む
生
き
物
達
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

【
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
】

　

令
和
五
年
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た「
第
四
十
二
回
山
形
県
土
地
改

良
大
会
」に
お
い
て
、土
地
改
良
事
業
に

お
け
る
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、山

形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会 

佐

貝 

全
健 

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
大 

築 

義 

雅
　
理
事
長
　
　

・
粟 

野 

省 

三
　
副
理
事
長
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役 員 研 修役 員 研 修

　役員・総代合同研修会が令和５年８月30日に行われました。
　合同研修会では、多角的な視点で今後の農業を考えることを目的として、講師に「株式会社 モンテ
ディオ山形 代表取締役社長 相田健太郎 様」をお招きし、～モンテディオ山形と地域活性化について～
と題し講演していただきました。

　役員研修を令和５年11月21日～22日に行いました。都市近郊における農業情勢や、今後の農業展
開、課題等について「関東農政局」「見沼代用水土地改良区」で研修を行いました。

令和５年度 役員・総代合同研修会

【講師　相田健太郎 氏】 【研修中の役員・総代の皆さん】

　十
一
月
二
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
山
形
五
堰
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
当
土
地
改

良
区
職
員
も
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

【世界かんがい施設遺産登録証】

「山形五堰」が「世界かんがい施設遺産」に登録されました

　山形市内を流れる「山形五堰」（馬見ヶ崎川・五堰水利調整協
議会）が、11月４日にインドで開催された国際かんがい排水委
員会（ICID）の国際執行理事会にて、「世界かんがい施設遺産」に
登録が決定されました。

山
形
五
堰

　ク
リ
ー
ン
作
戦

　
他
に
も
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
が

研
修
に
み
え
ま
し
た
。
お
越
し
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
流
管
内
施
設
視
察

R5.６.28
【中平田地区農業振興協議会視察研修】

R5.６.19
【村山総合支庁等現地視察】

R5.11.16
【胆沢平野土地改良区】

R5.８.２
【本沢地区豊かな地域づくり協議会施設見学】

山
形
市
農
畜
産
物

　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
山
形
市
農
畜
産
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
当
土

地
改
良
区
は
山
形
市
農
林
部
農
村
整
備

課
と
協
力
し
、
土
地
改
良
施
設
パ
ネ
ル

と
農
業
用
水
路
に
住
む
生
き
物
達
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

【
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
】

　

令
和
五
年
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た「
第
四
十
二
回
山
形
県
土
地
改

良
大
会
」に
お
い
て
、土
地
改
良
事
業
に

お
け
る
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、山

形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会 

佐

貝 

全
健 

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
大 

築 

義 

雅
　
理
事
長
　
　

・
粟 

野 

省 

三
　
副
理
事
長
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【参加した関係者一同及び踏査状況】

　
十
一
月
十
五
日
に
、
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
土
地
改
良
施
設
の

状
況
確
認
作
業
の
一
環
と
し
て
、
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務

所
・
山
形
県
・
村
山
総
合
支
庁
の
関
係
機
関
職
員
並
び
に
、
当
区
理

事
長
及
び
職
員
の
総
勢
二
十
名
が
参
加
を
し
て
、
朝
日
町
四
ノ
沢
地

内
の
最
上
川
取
水
口
か
ら
、
出
口
で
あ
る
山
辺
町
大
字
根
際
ま
で
、

約
十
㎞
に
及
ぶ
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
供
用
開
始
さ
れ

て
か
ら
四
十
二
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
度
の
踏
査
に
お
い
て
異
常
箇
所
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
大
七･

八
㎥
／
ｓ
の
水
を
導
水
す
る
基
幹
施
設
で
あ
り
、
今

後
も
管
内
の
田
畑
を
潤
し
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
図
る
べ
く
維
持

管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国営施設 西部幹線用水路の踏査（幹線トンネル）

【要請活動の報告】

【山形県国営造成施設管理者会】【山形県土地改良事業団体連合会 東南村山支部】

【全国大規模農業水利事業協議会】

　「電気料金高騰に対する支援」「土地改良施設管理関係予算及び農業農村整備事業関係予算の確保」
「水田活用の直接支払交付金の見直しに伴う十分な説明と丁寧な対応」などの項目について、山形県知
事をはじめ、農林水産省と財務省並びに関係国会議員等に要請を行いました。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

忘れていませんか？

こんな時は土地改良区へ届けましょう

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改
良区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、
速やかに届出下さい。

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換）
２．死亡又は生前贈与等の名義変更
３．農業者年金受給のため経営移譲
４．住所等の変更
５．賦課金の振替口座関係の変更

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただき

ます。
２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦課面

積の変更は生じません。

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。
１．雨水排水の放流　　　　　６．農地改良に伴う農道使用
２．工場等の雑排水放流　　　７．下水管、水道管、排水管等の埋設
３．水路への蓋（橋）掛け　　８．電柱等の設置
４．工事に伴う水路敷使用　　９．宅地への通用路としての農道使用
５．工事に伴う農道使用

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第42条（権利義務の継承及び
決済）により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。

一
、
土
地
改
良
施
設
の
他
目
的
使
用
料

　

（
農
道
使
用
の
場
合
）

　
個
人
　
一
件
年
額
　
二
、〇
〇
〇
円

※

　
尚
、
組
合
員
以
外
の
場
合
は
別
料
金

と
な
り
ま
す
。 

二
、
境
界
の
立
会
い

　
●
境
界
立
会
申
請

　
　
　
　
一
件 

五
、〇
〇
〇
円

　
●
誤
謬
訂
正
の
申
請

　
　
　
　
一
件 

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
●
測
　
量
　 

　
実 

費

 

三
、
各
種
意
見
書
交
付
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

（
農
地
転
用
に
係
る
手
数
料
は
、

　
　
面
積
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

 

四
、
各
種
証
明
書
交
付
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

 

五
、
農
地
改
良
に
係
る
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

 ※

　
別
途
、
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

※

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
上
川
中
流
土

地
改
良
区
事
務
所
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【参加した関係者一同及び踏査状況】

　
十
一
月
十
五
日
に
、
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
土
地
改
良
施
設
の

状
況
確
認
作
業
の
一
環
と
し
て
、
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務

所
・
山
形
県
・
村
山
総
合
支
庁
の
関
係
機
関
職
員
並
び
に
、
当
区
理

事
長
及
び
職
員
の
総
勢
二
十
名
が
参
加
を
し
て
、
朝
日
町
四
ノ
沢
地

内
の
最
上
川
取
水
口
か
ら
、
出
口
で
あ
る
山
辺
町
大
字
根
際
ま
で
、

約
十
㎞
に
及
ぶ
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
供
用
開
始
さ
れ

て
か
ら
四
十
二
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
度
の
踏
査
に
お
い
て
異
常
箇
所
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
大
七･

八
㎥
／
ｓ
の
水
を
導
水
す
る
基
幹
施
設
で
あ
り
、
今

後
も
管
内
の
田
畑
を
潤
し
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
図
る
べ
く
維
持

管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国営施設 西部幹線用水路の踏査（幹線トンネル）

【要請活動の報告】

【山形県国営造成施設管理者会】【山形県土地改良事業団体連合会 東南村山支部】

【全国大規模農業水利事業協議会】

　「電気料金高騰に対する支援」「土地改良施設管理関係予算及び農業農村整備事業関係予算の確保」
「水田活用の直接支払交付金の見直しに伴う十分な説明と丁寧な対応」などの項目について、山形県知
事をはじめ、農林水産省と財務省並びに関係国会議員等に要請を行いました。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

忘れていませんか？

こんな時は土地改良区へ届けましょう

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改
良区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、
速やかに届出下さい。

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換）
２．死亡又は生前贈与等の名義変更
３．農業者年金受給のため経営移譲
４．住所等の変更
５．賦課金の振替口座関係の変更

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただき

ます。
２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦課面

積の変更は生じません。

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。
１．雨水排水の放流　　　　　６．農地改良に伴う農道使用
２．工場等の雑排水放流　　　７．下水管、水道管、排水管等の埋設
３．水路への蓋（橋）掛け　　８．電柱等の設置
４．工事に伴う水路敷使用　　９．宅地への通用路としての農道使用
５．工事に伴う農道使用

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第42条（権利義務の継承及び
決済）により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。

一
、
土
地
改
良
施
設
の
他
目
的
使
用
料

　

（
農
道
使
用
の
場
合
）

　
個
人
　
一
件
年
額
　
二
、〇
〇
〇
円

※

　
尚
、
組
合
員
以
外
の
場
合
は
別
料
金

と
な
り
ま
す
。 

二
、
境
界
の
立
会
い

　
●
境
界
立
会
申
請

　
　
　
　
一
件 

五
、〇
〇
〇
円

　
●
誤
謬
訂
正
の
申
請

　
　
　
　
一
件 

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
●
測
　
量
　 

　
実 

費

 

三
、
各
種
意
見
書
交
付
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

（
農
地
転
用
に
係
る
手
数
料
は
、

　
　
面
積
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

 

四
、
各
種
証
明
書
交
付
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

 

五
、
農
地
改
良
に
係
る
手
数
料

　
　
　
　
一
件 

一
、〇
〇
〇
円

 ※

　
別
途
、
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

※

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
上
川
中
流
土

地
改
良
区
事
務
所
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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多面的機能支払交付金 活動紹介

会
長

　粟
野
　省
三

　
平
成
十
九
年
に
設
立
し
た
当
組
織
は
、
本
沢
地
区
内
の
十
三
の
関

係
組
織
よ
り
構
成
さ
れ
、
最
上
川
中
流
西
部
第
六
工
区
管
内
を
対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
約
二
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
開
水
路
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、

農
道
、
た
め
池
三
ヵ
所
、
本
沢
川
の
頭
首
工
等
の
保
全
管
理
を
中
心

と
し
た
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
の
環
境
保
全
や
景
観
形
成
等
に
向
け
て
学
校
教
育
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や
鳥
獣
被

害
、
今
後
の
農
業
の
振
興
の
課
題
で
あ
る
担
い
手
農
家
の
育
成
に
向

け
て
、
耕
地
の
集
約
化
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
実
現
等
へ
の
協
力
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
水
害
が
多
い
地
区
な
の
で
、
水
害
防
止
に
向
け
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
左
記
の
役
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

会
　長
　東
海
林
貞
悦

  

（
ふ
る
里
明
治
１
０
０
の
会
）

副
会
長
　粟
野
　省
三

  

（
本
沢
地
区
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
　
協
議
会
）

副
会
長
　峯
田
太
一
郎

  

（
椹
沢
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会
）

※

任
期
は

　
令
和
七
年
四
月
十
三
日
ま
で

本
沢
地
区
豊
か
な
地
域
づ
く
り
協
議
会

 不法投棄は法律により５年以下の
懲役若しくは１千万円以下の罰金
に処せられることになります。

　全国的に農業用水利施
設等での転落事故が多発
しております。
　農作業や施設の付近を
通行する際は、十分ご注
意ください。
　また、子どもたちや高
齢者が、不用意に水路や
ため池へ近づかないよう
に声掛けする等、事故防
止にご協力よろしくお願
いします。

【草刈り作業】

【子供達とさつまいもの収穫】

不法
投棄は

犯罪です！ 

農業用水利施設等での
 転落事故に気を付けて！
農業用水利施設等での
 転落事故に気を付けて！
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